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２０２５年度全国科学博物館活動等助成事業 実施内容報告書 
 
課 題 名：企画展「甲虫展」におけるユニバーサルデザインの配慮と五感で楽しむ 

コンテンツ作り 
交付番号：２５０１１ 
機 関 名：兵庫県立人と自然の博物館 
氏 名：山田 量崇 
 
１. 事業概要及び目的 

兵庫県立人と自然の博物館は、多様性が尊重され包摂される公正な共生社会の実現を促
す「ダイバーシティ＆インクルージョン（D & I）」の取り組みを充実させようとしているが、
展示室におけるハード面でのユニバーサル対応が不十分である。そこで、自然系博物館の人
気テーマのひとつ「甲虫」を題材とした企画展において、ユニバーサルデザインを意識した
解説パネルや体験型プログラムを導入・実施し、障がいの有無や国籍に関わらずあらゆる立
場の方が平等に楽しめる展示づくりをめざす。従来の利用者層以外の幅広い世代への波及効
果も期待できる。 

 
■企画展概要 
「甲虫展―ひとはくコレクションのビートルズ―」 

甲虫は、現在知られているだけでも世界に約 39 万種が存在し、地球上の全生物種のおよ
そ 4 分の 1 を占める最大の生物群である。その多様性は種数にとどまらず、体の大きさや
形、色彩、さらには生活様式に至るまで、他の生物群を凌ぐ。本企画展では、ひとはくが 30
年以上にわたり収集してきた膨大な甲虫コレクションをもとに、誰もが驚く甲虫の多様で
魅力的な世界を紹介する。 
 
２. 実施場所および実施期間など 
実施場所：兵庫県立人と自然の博物館 本館 2 階 展示フロア（303.75 ㎡） 
実施期間：2025 年 7 月 19 日～2026 年 1 月 12 日 
（事業助成期間：2025 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日） 
 
３. 実施内容 
（１）ユニバーサルデザインに配慮した展示パネルやサイン類の作成 

パネルデザイン、文字サイズ、フォント、カラー、デザイン配置などの視認性を考慮する
とともに日本語を母語としない方への配慮として、英語解説も併記した。 
 
・パネルデザイン ：コーナーごとにシンボルカラーを決め、主として大・中・小項目の 3 パ

ターンのパネルデザインを作成した。例えば、大項目はタペストリーもしくは A1 パネ
ルとして、「タイトル」「英文タイトル」「本文（コーナー概要）」「英文概要」とし、コ
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ーナーのはじまりと概要が分かるようにした。中項目は個別テーマの解説として位置づ
け、B2 パネルに大項目と同じ４つのカテゴリーを設けて作成した。小項目はトピック
的な内容の解説パネルとし、英文解説を省略したレイアウトにした。 

・文字サイズ ：パネルやタペストリーサイズ
に応じて、規則性をもたせて決定した。
具体的には、コーナータイトルとして用
いたタペストリー（W594×H1500mm）
は 、 タ イ トル 380Q （ 文 字 の 高 さ＝
95mm）、本文 75Q （18.75mm）、同じく
コーナータイトルとして用いた A1 パネ
ルは、タイトル 280Q （70mm）、本文 65Q
（16.25mm）とした。中項目の B2 パネ
ルでは、タイトル 150Q（文字の高さ＝
37.5mm）、本文 60Q（文字の高さ＝
15mm）とした。 

・フォント ：本展示では、ユニバーサルフォ
ントとして広く使用されている UD デ
ジタル教科書体を使用せず、「源柔ゴシ
ック」フォントを用いた。UD デジタル
教科書体は可読性にすぐれているが、太
さの強弱を抑えているため全体的に文
字が太くなって文字の空きが少なくな
り、判読性に劣る可能性があること、ま
た、企画展という特別感のある解説パネ
ルのデザイン面においても、視認性や判読性に一定の効果を図りたい思いから、読み間
違いにくく、UD （ユニバーサルデザイン）の観点からも視認性の高い 「源柔ゴシック」
を選択した。また、欧文フォントとして、柔らかな丸みを帯びたデザインが特徴のサン
セリフ体の「Caliburi」を用いた。 

・カラー ：NPO 法人カラーユニバーサルデザイン機構を参照し、「明度」と「彩度」での区
別、輪郭線などの形状を伴った区別、コーナー別の配色などを配慮して作成した。 

・デザイン配置 ：上記「パネルデザイン」の記述に加え、解説文の下方や横などに図や写真
を配置するなど、解説文以外の情報を加えることで視覚的にも興味を喚起するレイアウ
トとした。 

・サイン類 ：主に低年齢向けに、視認性に優れ、意味の誤認識を起こしにくいピクトグラム
を多用し、直感的な理解を促した。例えば、手に取って観察できる展示にイラスト入り
のポップアップを、未就学児用の踏み台にイラストとともに踏み位置を誘導するキャ
プションをそれぞれ作成し行動を誘導した。 

・その他 ：パネルの解説文は、やさしい日本語を意識し、難解な漢字の使用を極力避け、小

展示パネルの一例と白バック写真のパネル 

展示パネルの一例 
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学 6 年生以上で習う漢字にはフリガナを付けた（小学 6 年生までに習う漢字には振ら
ないこととした）。 

 
（２） 五感で楽しむ展示コンテンツ作り 
 触る・聴く ・嗅ぐなどの五感で体験できる展示は、さまざまな立場の方が平等に楽しめる
コンテンツとなる。本展では、観賞的な展示に留めず、可能な限り、ユニバーサルを意識し
た体験型展示を導入した。 
 
・視覚で楽しむ ：甲虫類は生物界でもっとも多様性に富んだグループであり、種数の多さだ

けでなく、形態の多様性も他の生物群をしのぐほど多様である。複雑で多様な形態をも
つ甲虫類の造形美を紹介するため、「深度合成撮影法」による高解像度画像と「白バッ
ク撮影法」による精細画像をそれぞれ A2 版以上に拡大してパネル展示をした。いずれ
も展示協力者からの借用資料を活用し
た。とくに前者は、図鑑等に掲載されて
いる素材であるため、来場者の興味を喚
起するのに非常に有用だった。 

また、飛翔や交尾等の行動に関する動
画を複数のモニターでループ上映した。
会場入り口の大型モニターでは、世界最
大の甲虫であるタイタンオオウスバカ
ミキリの捕獲の様子を、「甲虫のたくみ
なくらし」コーナーでは、カブトムシの
成長の様子や交尾シーンなどの動画を
流した。これらの動画コンテンツを充実
させ、視覚的に来館者の好奇心をかき立
てることができた。 

・嗅覚で楽しむ ：甲虫類が放つ匂いの体験型
展示として、当初、オサムシ科昆虫の分
泌する臭気の体験型展示を予定してい
た。匂い物質を分析・科学的再合成を行
った経緯のある香料会社に協力要請を
していたが、先方都合により計画を進め
ることができなかった。そのため、代替
として、生きた甲虫を野外にて採集し、関連イベント時ににおい体験を行うことにした。
具体的には、テントウムシ（ナナホシテントウとナミテントウ）が放つ独特のにおいを
嗅いでもらった。10 月 25 日のギャラリートークにて、テントウムシ数個体を入れた容
器に刺激を与え、フタを開けて参加者 （小学生の数名）に嗅いでもらった。匂いの元と
なる分泌液の詳細について説明しつつ、実際に匂いを嗅ぐ経験をしていただくことで、

動画を上映するモニターとハンズオン展示 

イベント時にテントウムシのにおいを体験 
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テントウムシの生態を理解するきっか
けとなった。 

・聴覚で楽しむ ：上記“視覚で楽しむ”と同じ
く、行動動画をモニターでループ上映す
ることで、関心をもっていただくことが
できた。該当する動画については、実物
標本を展示するとともにパネルにて説
明した。 

・触覚で楽しむ ：甲虫の体のつくりを触察し
ていただくため、当初は拡大模型の露出
展示を予定していたが、会場の警備状況
から破損の可能性が懸念されたため、イ
ベント時のみの対応とした。具体的に
は、大型カブトムシやクワガタムシに触
れるオープンセミナーとして、「カブト・
クワガタをさわってみよう！」を実施
し、ネプチューンオオカブトやサタンオ
オカブト、ギラファノコギリクワガタな
ど 7 種の甲虫類を用意し、企画展示室内
にて触察体験を行った。午前と午後の 2
回、各１時間行い、のべ 342 名の参加が
あった。 

   また、「甲虫の体のつくり」のコーナー横に、甲虫標本をアクリルケースに入れたハ
ンズオン展示を用意した。全面透明のアクリルケースであるため、手に取って体の背面
と腹面を観察できる形とした。甲虫だけでなく、チョウやセミの標本もアクリルケース
に入れて観察できるようにし、体のつくりの違いを比べられるようにした。 

 
（３） 展示資料へのアクセシビリティの向上 

車いす利用者、ベビーカー利用者、視覚障害の方、視点の低い人々の立場に留意した展示
づくりを行った。展示ケースの構造や照明などによるバリアを考慮し、誰もがストレスなく
鑑賞・体験できるようにした。 
 
・車いす・ベビーカー利用者への配慮： 「博物館・美術館におけるユニバーサルデザイン推

進サポートブック」（総務省近畿管区行政評価局, 2022）を参照し、展示室内の動線の確
保に努めた。具体的には、通路幅を 100 cm 以上確保（基準では 90 cm 以上）確保し、
場所によって車いす使用者が回転しやすい 180 cm の幅を確保した。車いす利用者は、
ケース内の展示物を横向き姿勢で鑑賞することが強いられるが、当館の既存の展示ケ
ースは車いす利用者のために設計されたものではないが、利用者の負担を軽減するた

「カブト・クワガタをさわってみよう！」の様子 

アクリルケースに甲虫標本を入れたハンズオン 
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めに、ケース盤面の高さ 70～80cm、盤面下部の高さは 65 cm 程度を意識して、パネル
の角度を変えたり、資料の位置を調整したりした。ベビーカー利用者においても、子供
の目線を意識して、例えば、資料やキャプションの展示位置や角度を意識した。 

・視覚障害の方への配慮 ：視覚に障害のある
方を対象とした社会教育学級「阪神青い
鳥学級」の来館に合わせて、本企画展に
関連した触察体験を実施した。具体的に
は、上記の触察イベントで行ったものと
同じ内容を体験していただいた。参加者
（視覚障害のある方）に全長 60 cm 程度
の甲虫の拡大模型（オオヒョウタンゴミ
ムシの拡大模型）を両手で触ってもら
い、甲虫の体のつくりをおおまかにイメ
ージしていただいたうえで、次に生きて
いる甲虫（ネプチューンオオカブト、サ
タンオオカブト、ギラファノコギリクワ
ガタ）を触察していただいた。担当者が
参加者の手（指）を虫の体に誘導し、体
の背面や角、大顎を直接触察させた。そ
の際、虫の体をイメージしやすいよう、
体のどの部分を触っているか、そこがど
のような形態になっているかなどを逐
一説明した。そうすることで、虫の体の
つくりだけでなく、質感やその役割につ
いても関心をもっていただけるようにした。 

・視点の低い方への配慮 ：小学校低・中学年を想定し、パネルの高さ、展示資料やキャプシ
ョンの配置と角度を配慮した。未就学児の視点の高さ（概ね 110 cm）に合わせ、パネ
ル下部の高さを調整した。展示室の構造や展示レイアウトの観点から、パネルの高さを
一律に整えることが難しいため、視点の高さを確認しながら、適宜配置をした。 

また、未就学児や小学校低学年向けに踏み台を活用した。既存の展示ケースは高さが
95 cm であるため、未就学児はのぞき込んで鑑賞することができない。高さ 20 cm の
踏み台を用意し、鑑賞バリアを解消した。踏み台の利用を促し、踏み位置を誘導するた
めのサインを貼り付けた。 

・照明の配慮 ：スポットライトの設置にあたっては、車いす利用者や未就学児（視点の高さ
が約 110 cm）にとってまぶしい角度、ケース内が反射で見えない角度で設置されてい
ないかを確認した。 

・その他 ：本企画展には微小な甲虫標本（5 mm 以下）が多いこともあり、拡大鏡（虫メガ
ネ）を展示資料の横に備えることで鑑賞の助けとした。とくに未就学児や小学校低学年

拡大模型を活用した触察体験 

視覚障害の方に生きた甲虫を触ってもらう 
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の観覧者にとっては、拡大鏡を使用する
ことで、展示資料をじっくり観察するき
っかけにもなった。また、視力の弱い方
に対するバリア解消にもなった。加え
て、本企画展はすべての資料を撮影可能
としたことで、例えばスマートフォンの
カメラで撮影し拡大して鑑賞できるよ
うにした。 

また、展示室には、高齢者や幼児・乳
幼児連れの観覧者を想定し、座って鑑
賞・休憩できる場所としてソファを用意
した。 

 
４. 成果の総括 

博物館の来場者数については、前年度同時
期と比較して大きな変化は見られなかった。
しかし、これまで来館者に駐車場を提供して
いた大型商業施設が解体工事中であり、駐車
場が利用できなかった状況を踏まえると、来
館環境はむしろ制約を受けていたといえる。
その中で、夏休み期間中（特に 8 月）の来館
者数が前年度より増加していたことから、企画展開催による一定の来館促進効果があった
と考えられる。 

来館者の傾向としては、“甲虫”というコンテンツに強い興味を示す未就学児から小学生と
その家族（ファミリー層）の来館が目立った。また、定量的なデータは取得していないもの
の、20～30 代のファミリー層以外の来館者も一定数見受けられ、比較的幅広い層に企画展
を楽しんでいただけたと考えられる。 

このように、多様な来館者層に観覧いただけた点は、本助成事業の成果の一つといえる。
加えて、利用者のニーズに沿った合理的な範囲で展示制作を行えたことは、今後当館におい
てユニバーサルデザインに配慮した展示活動を進める上での基礎資料として活用可能であ
ると考えられる。 

当館では 2026 年 4 月に、ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン（Diversity, 
Equity & Inclusion：DEI）の視点に基づくガイドライン「展示活動における DEI ガイドラ
イン」の素案を作成した。本助成事業の成果を、今後の展示活動に効果的に反映させていき
たい。 
 

虫メガネを使って展示資料を観察 

踏み台を活用して鑑賞バリアを解消 


